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 １．精整工程の位置づけ  

 分塊工場における精整設備は，分塊圧延機，連続鋳造機と次工程の製品圧

延工場との中間に位置し，次工程の要求を満足するように素材を整えるとこ

ろである。 

 この精整工程では，分塊圧延機や鋼片圧延機で成形された素材の形状，ま

た連続鋳造機で鋳込まれた素材の形状を損なうことなくかつ，要求された品

質を確保して次工程にタイミングよく供給するという品質および工程面で重

要な役割を果さなければならない。 

 なおここで分塊圧延機で成形された素材のことをブルーム(Ｂloom)，鋼片

圧延機で成形された素材のことをビレット(Ｂillet)と呼んでいる。又ここで

言う製品圧延工場としては，棒鋼圧延工場・線材圧延工場・製管圧延工場・

形鋼圧延工場などがある。 

 精整工場の位置づけおよび流れの一例を，第１－１図に示す。 

 ２．精整工程における役割と材料の流れ  

 精整工程における材料の流れは第１－１図に示した如くであり，それぞれ

の工程での役割を合せて以下に述べる。 

⑴ 加熱炉（均熱炉，連続式加熱炉）から抽出された素
※１－１

材は素材秤量機で秤

量後，分塊圧延機にて所定のブルームに成形される。 

⑵ ホットスカーファーにてブルーム表面を溶削し表面疵を除去することに

より手入工程の能率向上を計る。 

⑶ 鋼塊の場合には，大剪断機（ブルームシャー）にて頭部・底部の有害欠

陥を除去するために切捨て，さらに所定の長さに切りそろえる。 

⑷ ブルームやビームブランク（粗形鋼片－大形形鋼用素材）はここから圧
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